
＜教育長だより 108 号 朳差岳朝日に映えて 令和 8 年 10 月 14 日＞ 

つなぐ、50年。 

つなぐ、ふるさとのたすき。 

教育長 津野庄一郎 

11 月 3 日、記念すべき第 50 回村民駅伝競

走大会の開催まで、あと 20 日余りとなりま

した。（主催：関川村教育委員会） 

振り返れば、昨年は新潟県内でクマ出没警

戒警報が発令され、村内でもクマの出没が相

次いだことから、参加者の安全を最優先に考

え、やむなく大会を延期することとなりまし

た。 

大会を楽しみにしていた選手や関係者の皆

さんにとって、残念な決定だったと思います。

しかし、そうした思いがあったからこそ、今

年、再びたすきをつなげる喜びは、より大き

なものになるのではないでしょうか。 
 

半世紀にわたり大会が受け継がれてきた

ことは、単なるスポーツイベントが継続してきたということだけではありま

せん。走る選手、応援する人、運営を支える人。多くの村民の思いが、郷土の

たすきとともに、世代を超えて受け継がれてきた、関川村の歩みそのものであ

り、誇りだと思います。 

過去 32 回の優勝を誇る川北チームのある選手は、「優勝したとき、選手が

まず口にするのは、自分たちを支えてくれた人への『ありがとうございました』

という言葉です」と話してくれました。 

教育もまた、先人から受け継いだ大切なものを次の世代へ手渡していく営

みです。地域を思う心、人を支える心、困難を乗り越える力。駅伝を通じて育

まれるこうした経験は、子どもたちの心に刻まれ、やがて次の世代へとつなが

っていくことでしょう。 

50 年の歴史を胸に、ふるさとのたすきを未来へ。 

  第 50 回大会の栄冠を手にするのは、どのチームでしょうか。この大会が、

世代を超えて村民の心をつなぐ一日となることを願っています。 

※ 50 回大会を記念し、これまでの様子を『広報せきかわ』から一部抜粋して「村民文化祭：

10 月 31 日～11 月 3 日」に展示（村民会館アリーナ）しますので、ぜひご覧ください。 

＜【写真】50 回大会の記念ポスター＞ 


